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ア セ ト ン ’ ブ タ ノ ー
一ル 醸酵 に關す る研 究　（第 10報）

二 三 の 澱粉 質原料 の醗 酵試驗

六所 　文三 ・ 中村　武彦 ・ 輻 留　 廣 。 佐 々 木其治

　　　　　　　　　 （元 滿 鐵申央試嚇 ）

　 　　 　 　 　 　　 　（昭rm26．11．16受 理 ）

　まへ が き　著者の 1人六 所 は袰 に （1931〜 1936）「ア セ ト ン ・ブチ ル ア ル ゴ P ル 醸酵 に 就 て 」 と

題しア セ ト ン ・ブ タ ノ ール 醸酵に關す る研究に就 て報告 した
1） 2） 3）4）．其後 も1933、1945に共同研

究者 と共 に 該醗酵に關す る 中間工 業試驗を行つ た．そ の 間 （1942〜1944）實驗室に於 て も二三 の

原＊1に つ い て の研究を戀蠻 した．今後報 告せ ん とす る もの は 此聞施 行した試驗研究結果の大要 が

主で あ るが ， 絡戰後同所 （中國長春鐵路科學研 究所）に 於て 行つ た二 三 の 實驗結果 を も附加 し た ．

本研究は前に報告した もの の 繼蠻で あ る が ． 此 の 機龠に表題 の如 く改題 した。此 の 聞 ア セ ト ン ・

ブ タ ノ 冖ル 醗 酵に よる ビ タ ミ ン B2の生成に 關す る研究 も行 つ ナとが之 は 別 個に報 告する事とし た ．

賢 驗　の　部

　 1　 埣米の 職酵試驗

　本實驗に使 用した碎米 は 佛印西貢産 の 比 較的 良質 （白色） の もの で ， 佛 印で は 主に酒精製造原

料 と し て 使用 され て 居た もの で ある．

　（1） 砕米 と脱脂米糠 （佛印産）叉 は玉 蜀黍 との 混用試驗

　之等原料の 分析結果は次表の 如 くで ある．

原 　　料　　名
激　粉
　 （％）

粗
ぞ君 馴

灰

（％）
分

碎米　（佛印産）

肬脂米糠 （同 上 ）

玉 蜀黍　（滿 洲 産 ）

659641

．506359

7，0514

．63
乞 63

0β88

．75147

各原料 の 配合割合並 に混合原料 中の 主要威分は第 1表 に 示 す如 くで あ る ．

第 1 表 　原料配合割合並に 混合物の 主要成分
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第 2 表　 碎米 の醗酵成績
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　 125℃ 2時間殺菌 ， 5％玉 蜀黍

に 4 回移植 を行 つ た 24時聞屠養

10ccを加 入 し醗 酵 せ しめた．　 b，

b
’
， c，

　c
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以外は 何れ も50時聞以

内に蔽騨を終 つ た．b
，
　 b

’

，
　 c

，

c
’
も72，］寺間以内に終 了した．分

析の 結果は 第 2 表の 如 くで あ る．

　爰に使琳 した樣な精白度 の 進

んだ碎米は軍獨で は 正 常に醸酵

され ない が ， 之 に 玉 蜀黍 を 7 ：3

以上 に 加える か （皀口b，b ’

，
　 c

，

c
’
）， 又 は娩脂米糠 を10％ 加え る

と　（皀Pd，
　 d

’
）良 く醗酵 しヨ三黍蜀

（e ， eり に劣 らな い 成績 を得 る

こ とがtitOIEる．

　（2）　農産廢棄物 q）荻分

　　　　添加試驗

　前 に述べ た如 く此 の碎米は次

分 が少 い か ら荻分を補給す る意

味 で ，現地 で 容易に 入手 し得 られ る樣 な農産廢棄物を燒 い た際 生する次分を添加 して 醗酵試 驗を

行っ た．使用 した友中 の燐酸及 力1里 の量 は 次 の如 くで あっ た．

一

灘 簔。刺
4．217

．30

1．ez19

．25

　碎 米30gに上記 の 各荻分 を0．1，0．2，0．3gの

割で加え水 300cc 、と共 に125℃ で 1．5時間殺菌

し》
・5 回 移値 した種醪 10ccを加 え

ー
〔醸酵 せ し

め た，醗酵結果は第 3表 に示す如 くで あ る．

第 3 表　 碎米 に籾殻荻又 は落花 生殻 次の添 加試驗成績
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　．上表 に見 る如 く友分 を全 く加え ぬ もの は 成績頗 る 悪 い が，籾殼炭をO．19添 加 した もの は良化す

るが充分 で な い ．然 し その 量 を櫓加 す る と却て悪 くな る．之 に反 し落花 生殻の友 をO．2g／ktび0．3g

加え た もの は 醗酵は頗 る良化 し， 醸酵i後 の殘i糖 も殆 ど痕跡程度 となる．

　猛　醗脂米糠の利 用

　（1） 單獨又は玉 蜀黍 との 混用試驗

　IL フ ラ ス コ に 水 600ccと各原料を第4表に 示 す如 く採 り，
125℃ に 2」寺間殺菌 し た後 5％玉 蜀黍醪

i二婚養 した241寺i｛1】の 種醪25cc宛を加入 し醗酵 せ しめ た。

　　　　　　　　　　　　 第 4 表　 脱脂 米糠 と玉 蜀黍の 配合割合
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　醸酵の結果は 第 5 表の 如 くで あつ T
， 米糠單獨の 場合 は何れ も酸 度著 し く高 くt ア ーヒ ト ン の 牧

量は 良好 で は ない が ， 醪の 濃度が秘當高か つ た事 も原因の
一

つ で あ ら う．米糠 と王 蜀黍 との等量

混合物の 醪に 於て も酸度は 玉 蜀黍單獨の 場合 に 比 し遙か に 高Llが ，
ア セ ト ン の 牧鐘は 椙當良好で

あ る．然 し相當長時間を要 した．何に の 場合 を見 て も酸度が 高い に拘 らす pH が割 に 低 くな い の

は米糠醪の 特異性で ある．植菌す る時炭酸石荻の如 き 6の の適量 を脇 ・て 中和 す る樣 に したな ら

ば成績 は 良化せ られ る で あろ う・

第 5 表 　 脱脂米糠叉 は 之 と玉 蜀黍混合物 の醸 酵成績
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（2 ）　粗澱粉 と眈脂米糠，大豆粕 との 混 用試驗

爰に 使 用 した粗儼粉 の澱粉價は 74．2％，脱脂米糠 は 前述 と同一の もの で あ る．

水 300CCに第 6表に 示 す如 く各原料 を採 り125℃ で 2時聞役菌後前と同樣に して 植菌した．

第 6 表　 粗澱粉 ， 脱脂米糠 ， 大豆 粕の混合割合

　 　　 　米　　　 糠
No

　　「「 1饗獺 ・ 亅

＊且 澱 粉 1醐 價 鄰 澱
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第 7 表 　第 6 表混合物の 醸酵成績
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　上 i巳の結果 を見 る と粗澱粉 に大豆 粕 5 ％の み を加 えた もの は ，之 に 更に 脱脂米糠 を加えた もの

に 比 して 撥 騷時岡が相當お くれ る．大豆粕 を川 い す して 蛻脂米糠 の み ど用 い た もV）は
．
梧 辞肋 み

を用 い tこ もの よ b劣 る ．脱脂 米糠 を最 も多 く加 え た もの は 駿度 は 多少高 い が （1）に 見．る棚 旨米糠

單 獨の 場合 に 比 して は 遙に低 い ．

　 畳　高粱糠の 醗酵

　玉 蜀黍，高梁等は 食料 父 は 飼料 として の 需 要多 く， 醗 酵原料 とし て は 高價で あ るか ら， 高粱の

精白の際生キ る高粱 康を原料 として ア セ ト ン
・プ タ ノ 冖ル 醸酵の試驗 を行つ た．玄高梁中に は タ

ン ニン
， 色素 を含み

一股 に醗酵 され 雛 い こ と及び之 に大豆粕 D 如 き蛋白含有物 質又 は ア ム モ ＝ ウ

ム 鹽類 と炭駿石 KEとの 併用等 に よ り，正 常に 醸 酵 せ しめ得 る こ とは 著者 の 一人が曩 に 報 缶した
D2 ）．

又 高粱慷に タ ン ニ ン が特 に 多きこ とに關 して は 他 D 人 々 （例 へ ば山奉隆次 ， 古野榮吉氏等）に依

つ て も報告 さ れ て い る．タ ン ； ン や 色素は 三i三に 外皮 に 含まれ て 居 るか ら， 玄高粱 を精 自す る時 に

生す る糠 の 部 llkに依 つ て タ ン ＝L＋ン
， 色 素，澱粉等の 含イ∫量が異る もの で あ る．・停奢等は 元滿鐡申

火試驗所の精ド卩 二場で 生す る 1；
Ili粱磯 3 種 硬び 市販の 高粱瞭 1 手亜を川 い て 醗酵 の 比較試驗を行 つ た

の で 報告す る．

原料 の澱粉價は 次 の如 くで ある．

A 　高 粱i糠 1紙晶　（最 も内 側 の もの ）

B 　　 ’／　 2　tt　 （A とC との中間の 部 分）

C 　 　 tl　 3　 tt　 （外皮 に 近 き部 分 ）

高粱糠水浸液 の酸 度

59．23％

52．0545

、75

D 市 販高梁 糠 　 43．50％

E 　玉蜀黍　（比 較用 ）
．67．32

　上 記 芝）高粱
’
Sto．59 に 蒸溜 ノk50二c を加え て 室溜［に 1時聞放置 （其間時 々 振 猛）後濾過 し （第1）滴

定酸度 （指示藥 フ エ ノ ル 7 　fi　v・　 r−’y”）及 び pH （試驗紙） を測 定した． 術その殘渣に蒸溜水 50cc

を加えて
一
夜放置後濾遯 し （第2）Iid樣 に 定 量した．
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高 梁 糠
．濾 液 の 酸 唆　（t：｛

’
）

の 樋 類

「第 ・ 「蕉 r
　 A 亅 0，610 ．3

　 B　　　　　O．9　　　　 0．5

　 C　　　　　 1。1　　　　 0．6

　 DI2 ，31q7
　 　 　 　 1　　　　　　　　 1

濾 液 の pH

第　1i 第 2
　 　 　 1

　 5．6　　
1

　 　 −

　 5．6　　．　　 −

　 5．4　　 　　　 −

　5．2　　　　　 −
　 　 　 ］

　濾液の 酸度 は 10ccを中和 す る に要す る

O．1N の NaOH の cc 數で ある．分析の 結果

は 高粱糠の 等級の 上 位の も の程酸度の 少 い

こ とを示 し て居 る．

　醗酵試驗

　高粱糠 ， 大豆 粕，水 の配合 ， 醸酵の 結果

等 は弟 8 表に 示 す如 くで ある ．醪 の殺菌は

130℃ 2．5時闇行つ た ．種菌は 9 ケ軍貯蔵 した 砂培養か ら出發し24時陶互 1こ5％玉 黍蜀醪 に3回 移植 し

た20侍間培養10。c 宛を各 フ ラ ス コ （醪約 140。c ） に植菌 し た ．比較 の 爲玉 蜀黍 10％ 醪に つ い て も
　 　 　 の

i司時に試驗 した ，

第 8 表　 高粱糠 の 醗酵試驗結果

No 烹梁糠

（9 ）

A

4

〜

！

ノ

ユ

ー

　
ノ

，

12Q

り

4

大 豆粕

（9）

00

．71
．051

．4

　

）

kCフ

C

　

（

各繭 ・於け ・瀬 反剄
・・時 1・・時 ［72時

ア セ 　1・ン 庄 　　量
　　（mg ！100cc）

塒 レ2副 ・・時
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十
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B
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／
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ノ
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ノ
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十
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十

1・・97i

叢
・酬

冖

｝

21334837835800003059393103190000

E i玉

黔 ・ 551 … 498i
　 　 ・　　　　 　 1

　植 菌後38時聞經過し た時約10峙間停電し醪 は 20C に下降 した 爲醸酵は 多少邏れ たが A ，　 B は E

即玉 蜀黍 に 比 し て遜色の ない程度に良 く醗酵 した ．但 し之は高粱糠 に 對 し7．5〜10％程度の 大豆粕

を副原料 とし て使 用 した場含で あ る．A4 ，　 B4 が A ．1．，　 B3 に 比 し て ア セ ト シ生 成量 が少 く出て居 る

の は A4
，
　 B ．t は 72時聞以 前に 醗 酵を絡つ た爲 イ ン キ ユ ベ ーシ ョ ン 繼續 に よ る ロ ス の 爲で あ る．　 C は

A ，
B に 劣 bD は 殆 ど全 く醸酵不能で あ つ た．

　IV　切干甘露の 醗酵

　澱粉質原料 として は甘藷 は安價で あ ろが
…ケ年を通 じて 使用 出來な い ．從 つ て ある睹期 に は 切

干 甘藷を使用 せ ざ る を得 ない ．爰 に使 用し た切干 甘藷は 1947年大逋市に 於て 入 手 した もの で 多分

山東省産 の もの と思ふ．粉 碎 して使 用した，澱粉随は約60％ で あつ 7：．

　第 9 表に記 す割合で 醪 を作 1
）　130℃ で 30分聞段菌した後5％玉 鞠 黍醪 1二 4 回移 植した24峙間増養
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2二c 蒄を各 ブ ラ ス コ に移 馗した．鰻聯醪 」）分 肝は 弟9炎に 示 す如 くで あ る、皀卩切 干 甘藷ば 單獨で使

用す る事は 困難 であ る．之 に 同量の 玉 蜀黍 セ焜合 し て 使用すれ ば良 い 結果が 得 られ る ．7 ：3 に 玉

蜀黍が低下 する と成績は稍 低下 し9 ：1に な る と更に低下 す る． 大豆粕 を切干 の 10％ 前後加 え る と

良 い 成績が 得 られ る ．

弟 9 表 　 切　干 　甘 　藷　の 　醗 　酵

　　i
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意臨飯・ 甦上 糧・對・ ・ 　原料合計を以て した． 摘 要 　佛印崖瞭 米 （1 ），佛印産 睨 脂 米糠

2 ），滿洲 産 高粱糠（3）及 び山東省産切干 甘 藷（ 4） 等につい て醸 酵 試諭 を 行 つ た ． （1 ）ぱ糖if

度 の進んだ白 い ものは 單獨で は醸酵は良 く な いが ， 之に玉蜀
黍
を7 ： 3 以1 二併 用す るか ，脱 櫓乗

を 10 ％加えると 良 い 成績 が得「 られる． 又次 分補 給の爲に 落 花生 殼を 燒 いた次 を少許 添 加 す

と頗る良 い成 績 が得ら れる． （ 2 ）の 醗 酵に於ては 瀰定酸度は頗る高 く なる が pH はそ の割に低下

な い のが特微 である． ・玉蜀黍を等量混合す ると 良く醸酵 する ．叉（2 ） と 大 豆粕と を同時 に 粗澱

に適當量添力 II する と良 く 醸酵する．（3）はその 昂 質（ 精 自の 程度）に ょっ て撥 酵成績は 著 し

こ となるが 澱 粉贋が52 タ6以上のものな ら ば 7． 5 ％程慶 の大 豆 粕を添加す ると 良く醗酵す る． 澱

價 が 43 ．5 ％程 慶 の 粗悪 猛は 殆ど醗酵 しない ． （ 4 ） は單燭で は撥

困 だ

，玉 蜀黍を等量使用す るか，大豆粕を10 ％提度加えると良く醸酵する． 丈 献 1）　ブr所，　lnJ 井：　日本農藝
化學會言吉，　7，　708 ，　721　

昭6 ），　　　　 　2）　 プ ⇒ 舞 ：f司＿ヒ．　S，　734 ，　 799，931 、 1G29 （ 昭 7 ）．　　　3 ）　 六所：同

DL ．
10

， 5SS ， 12 ／1 （昭 9 ） ， 　 　 　4）　 六 所 ：同 上


